
＋
優先接種の種別 受付時期 接種予定日

①妊婦及び基礎疾患（持病）を有する人でリスクの高い人
②基礎疾患（持病）その他

10月30日～11月10日 11月中旬～12月
（②の基礎疾患は①より遅れます）

③幼児（1歳～就学前）
④小学校低学年（3年生まで）

11月中旬～12月 12月～来年1月

⑤1歳未満の小児の保護者、優先接種者のうち、予防接種が
受けられない人の保護者など

⑥小学校高学年（4～6年生）
12月中旬頃 来年1月頃

⑦中学生、高校生、65歳以上の人 上記以降 上記以降

※受付、接種時期はあくまで予定ですので、接種状況によっては変更になることがあります。

問い合わせ先　和水町立病院 ☎0968・86・3105

町 立 病 院 か ら の お 知 ら せ

1、優先接種の対象者

ご来院の上での予約制とします。（電話での予約は行っておりません。）
接種日はワクチン入荷後、申込書に記載された住所などに病院から連絡します。

2、接種方法

妊婦及び基礎疾患を有する人、並びに 65 歳以上の人は 1 回、中高生は当面 2 回（今後変更に
なる可能性があります。）小学生以下は 2 回（接種間隔は 1 ～ 4 週間）

3、接種回数

1 回目 3,600 円 2 回目 2,550 円（他の医療機関で 1 回目を接種の時は 3,600 円）
※なお役場からの助成のある場合は、この限りではありません。

4、接種料金

・基礎疾患を有する人でまだ申し込みをされてない人は、係りつけ医で優先接種対象者証明書の
交付を受けて提出してください。（係りつけ医が町立病院の場合は受付で申込をされてください。）

・2 回接種の人は 2 回目の接種時に1 回目で交付した接種済証をご持参下さい。
・すべての優先接種対象者の人は被保険者証など生年月日の確認できるものを、中学生以下の人

は母子手帳もご持参下さい。

5、その他

【新型インフルエンザ予防接種について】
　町立病院では現在、新型インフルエンザの予防接種の受付及び
接種を行っております。下記の優先順位に沿って接種を行います。
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●国では、ジェネリック医薬品が新薬と
同じレベルの品質・有効性・安全性を
有するかどうかについて欧米と同様
の基準で審査を行っています。

先発医薬品より安価で、
経済的です。

効き目や安全性は、
新薬と同等です。

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、新薬（先発医薬品）の特許が切れた後に販売
される、新薬と同じ有効成分、同じ効能・効果をもつ医薬品のことです。
医薬品の種類

医薬品

新薬医療用医薬品

一般用医薬品

医療機関に行ったときにもらう
医師から処方される薬

●患者さんの自己負担の軽減、医療保険
財政の改善につながります。

※価格は品目ごとに様々ですが、新薬の半額以下の薬
もあります。

※薬の色や形は、新薬と異なる場合があります。

●アメリカ、イギリス、ドイツなどでは、
使用されている医療用医薬品の約半
分がジェネリック医薬品。

●日本のジェネリック医薬品のシェア
は、２割に満たないのが現状です。

薬局・薬店で売られている、
いわゆる市販薬

ジェネリック
医薬品

欧米では幅広く
使用されています。

ジェネリック医薬品（後発医薬品）を
希望される場合は、医師・薬剤師に
ご相談ください。

※ジェネリック医薬品を取り扱っていなかったり、取り寄せになることもあります。

  問い合わせ先　本　　庁 税務住民課 国保年金係（内線513）
  　　　　　　   総合支所 税務住民課 住民係　　（内線752）

ジェネリック医薬品
（後発医薬品）って
ご存知ですか？
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